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研究成果の概要（和文）：カンボジアを事例国として、保護者の学習支援活動の具体的な行動、資本、子供の学
習環境や意欲と学力の関係について解明することを目的とした。
　カンボジア国4州において、小学校学校長、教員、保護者及び第3学年の児童を対象とした質問紙調査、インタ
ビュー、及び児童の算数及びクメール語の学力テストにより定量・定性データを収集した。保護者による多くの
支援活動が、学力とは正の関係にあり、特に「類似問題をやらせる」「宿題のチェックや答え合わせ」が一番関
係が高かった。また児童の視点から「勉強の方法を教える」、「努力を誉める」は学力と正の関係にあるが、反
対に「プレッシャーを与える」は負の関係にあることが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the mechanisms of parental actions to support 
children's learning, parental resources, and children’s learning achievement in the case of a 
developing country, Cambodia. 
Based on the data collected by the survey on 3rd grade students, their parents, school directors and
 teachers as well as math and Khmer tests on the 3rd grade students in 4 provinces, the preliminary 
analysis found that most parental supports had significantly positive correlations with the scores. 
The supports,"ask if homework is done", "help homework", "check if the answers are correct", had 
significantly positive correlations with the test scores, and particularly, "give similar problems" 
and "correct homework answers" had high coefficient.　Regarding parental supports perceived by　
students,"teach how to study","talk about importance of learning" and "praise efforts" had 
significantly positive correlations with the test scores, but"give pressure" had negative 
correlations with the scores. 

研究分野：国際協力教育
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１． 研究開始当初の背景 
近年、国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）
や学習到達度調査（PISA）に途上国が参加す
るようになり、途上国の平均的な低学力の問
題が顕著になった。また、50 か国以上で実施
されている Early Grade Reading Assessment 
(EGRA)調査により、既に初等教育の低学年時
から基礎学力を習得できていない児童が多数
いることが判明し、中途退学へ繋がっている
と懸念されている（UNESCO 2014）。カンボジ
アにおける読解力プログラム介入前の EGRA
調査結果では、第 2学年児童の 65％(2010)に
読解力がないことが判明している（Puthy 
2014,23)。低学年からの学力格差は高学年に
なるに従い拡大し（e.g., Paxson and Schady 
2005）、低学力児童は小学校課程修了前に、基
礎学力を身に付けずに中途退学してしまうリ
スクが高い（UNESCO 2014）。学力格差及び中
途退学の対策として、低学年時期における学
力改善を目標とした介入は、教育的且つ費用
的にも非常に有効であるとされている
（UNESCO 2010）。 
学力の決定要因は、学校や教員、家庭環境
であると了知されている(e.g., Baker et al. 
2002)。途上国における研究では、教育提供側
の分析に集中し(e.g., Bruns et al. 2011)、
家庭における学習支援については、その制御
変数として「教員との情報共有」、「宿題の有
無の確認」程度の検証に留まり、詳細が把握
されていない。 
先進国の研究においては、社会関係資本
（e.g., 志水 2012）、経済資本（e.g., 
Bronfenbrenner 1986 ）、文化資本 (e.g., 
Bourdieu 1986)の観点から、子供の学力は保
護者の資本と相関するとされている（e.g., 
Epstein 2001）。同時に低学歴等資本が少ない
保護者は、家庭における学習支援活動が困難
であるとの指摘（Lareau 1987）、逆に保護者
の関わり方によって、不利な家庭の児童でも
学力向上の可能性があると指摘（垂見2014）、
保護者の学習支援活動は、強力だが未開発な
資源だとする（e.g., Weiss et al. 2009）研

                                                      
1 初等教育の純就学率及び前期中等教育の純就学
率（脚注２）は、下記より出典。World Bank, 
Education Statistics, 
http://data.worldbank.org/data-catalog/ed-

究もある。途上国において、低学年時からの
基礎学力の欠落が懸念される現況において、
保護者の学習支援活動を資源として、その有
効活用を見据えた実証的な研究が早急に求め
られる。 
本研究では、国の教育戦略計画（2014－
2018）(Kingdom of Cambodia 2014)におい
て、教育の質の改善を目標に掲げるカンボジ
アを事例国とする。カンボジアは、国の初等
教育の就学率（純就学率98.3%、2012年）1が
完全普及とされる数値に達した。しかし実際
には純出席率は84.8%（2010）（National 
Institute of Statistics, Directorate 
General for Health, and ICF Macro 2010, 
14）、第6学年進級時残存率（2009/10）は
61％（USAID 2011,15）等、教育の質の課題
が残されており2、初等教育の質の改善が急
務である。カンボジアを対象とした学習到達
度に関する先行研究においては、教員の質
（Marshall and et al. 2009）、児童の特性
（Chhinh 2003）等、他国の事例研究におい
ても蓄積の多い部分に焦点を当てた研究はさ
れている。また保護者の参加（Nguon 2012）
に関する論文もあるが、保護者からの学習の
奨励程度の変数に留まり、詳細な学習支援の
具体的方法及びその資源について調査した研
究はない。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、途上国における保護者の具
体的な学習支援について詳細を明らかにし、
学習成果との関係及び有効な支援活動につい
て解明するものである。近年、数々の国際規
模の学習到達度調査により、途上国における
低学年からの低学力が問題となっている。途
上国の学習成果に関しては、学校・教員の
質、家庭の社会経済状況が強く関連するとし
た研究が多く存在する。一方、保護者による
詳細な学習支援に関する学術的蓄積について
は、特に途上国においては僅少である。保護
者の学習支援活動は、学習成果向上における
潜在的資源として可能性を有しているが、途
上国では体系化されておらず、個々の慣習と
献身に委ねられている現況である。本研究の
成果は、国際教育開発の研究に資すると共

stats 
2 前期中等教育の純就学率も 40.0% (2012)と低
く、教育戦略計画には初等教育修了率を改善し、
中等教育の就学率の向上も含まれている。 



に、有益な示唆の導出により、学力格差の衡
平に貢献する。 
 
３． 研究の方法 
本研究は、質問紙調査、学力テスト（算数及び
クメール語）及びフォローアップインタビュ
ーを行い、収集したデータを分析することに
より、研究の質問を解明することとした。 
まず学術文献・政府政策文書、その他資料
の収集及びレビューを行い、本調査で使用す
る質問票やインタビューの素案を作成した。
またテスト問題については、カンボジア国教
育青少年スポーツ省の協力により、年次全国
テストの内容を使用することの承認を得た。
また、質問紙調査・学力テストにおいては、カ
ンボジアの調査会社を通し、調査員を雇用し、
サンプリング、調査手順、質問項目の精査、学
力テスト項目の抽出、調査実施、データ入力
及び確認の作業を行った。 

 
１）サンプル 
調査地域の選択については、既存のカンボジ
ア国マクロデータ（Education Management 
Information System 2015-16）を活用し、４
地域（平原、トンレサップ、沿岸、山沿い）の
中から社会経済背景及び学習到達度が代表的
であるとされる４州（Kandal, Battambang, 
Kampot, Stung Treng）を選択し、その中から
ランダムに各州対象候補校約 10 校ずつ選択
した。（各調査のサンプル数は表１を参照）。 
 
２）質問紙調査・学力テスト 
文献調査及び既存データ分析の結果を基に、
パイロット調査を経て、質問項目、学力テス
ト項目の予備調査、修正を繰り返し行い、学

校長、教員、3年生児童、児童の保護者（或い
はそれに代わる後見人）への質問紙調査を行
った。また同時に児童に対しては、算数とク
メール語の学力調査を実施した。調査は、学
校長、教員、児童については学校にて、保護者
は自宅にて実施した。校長及び教員対象の質
問項目は、教員の特徴や活動（例、教員歴、宿
題の量、保護者との連絡や活動）、学校の特徴
や活動（例、家庭学習の支援やシステムの有
無、保護者との連絡や活動）である。保護者と
児童対象の質問項目は、保護者の直接的学習
支援活動、学習環境、児童の学習以外の活動、
社会関係資本、経済資本、文化資本、児童の学
習意欲等に関する項目である。 
 
３）インタビュー調査 
基本的な定量分析がある程度進んだ段階で、
質問票では収集不可能である詳細な内容、分
析後更に深堀が必要な項目について、インタ
ビューを実施した。対象となる児童及び保護
者の選択基準は、同一の教員が担任する学習
到達度の高い児童及び低い児童の保護者をほ
ぼ同人数、また、家庭の資源等を考証するた
め、異なる社会経済状況の保護者を本質問紙
調査で得たデータから割出した。父親母親及
び児童については、同世帯に属する者を対と
して対象とする。インタビュー対象の教員に
ついては、比較的学習到達度の高い学級、低
い学級を基準に選択する。 
 
４．研究成果 
主な研究成果としては、a）データベースの
構築、b）保護者の具体的な行動と資源等の詳
細を分析、c）保護者の学習関与と学習到達度
の関係を解析することが挙げられる。 
 
(a) データベースの構築 
当初計画には含まれていなかったことではあ
るが、保護者による児童の学習への関りを測
るデータベースを構築し、2 年後には公開す
ることとなった。上記３「研究の方法」にて記
述した通り、本研究は質問紙調査・学力テス
トによって得たデータを解析する手法をとる
ため、学力テストの結果、学校長、教員、3年
生児童、その保護者の質問票、回答、コードブ
ックがデータベースに含まれる（その数は表
1参照。また内容は上記研究の方法２）参照）。

対象者 質問紙調査(学力調査
含む)

インタビュー調査

教育局 なし 1名

学校長 44校 3名
教員 72名 5名

児童（3年生） 1107名 10名

保護者 1083名
算数 1110名

クメール 1109名

表１：調査対象者の調査種別とサンプル数

16名
（うち親は7名）学力テスト



これにより、本研究用の解析を進められるだ
けでなく、今後他研究者の使用が可能となっ
たことで、多様な視点で児童の学習と家庭の
関係について解明されることが期待される。 
 
(b) 具体的な行動と資源等の詳細 
保護者、3年生児童、学校校長、教員、学習到
達度調査のうち、保護者の調査結果は児童の
ことを一番よく知る大人に回答してもらった
が、1,083 名の回答者のうち、母親（54.5％）、
父親（17.4％）以外の大人が回答したケース
が実父より多い 28.2%あった。また、ほぼ同数
の 29%が母親或いは父親のどちらかと一緒に
住んでいないと回答している。そのうち父親
の場合、59.5%が海外或いは国内の別の場所で
仕事をしているために別居していると回答し
ている。このような児童の場合、祖父母が親
に代わり児童と一緒に生活している。実際、
祖父母が児童を一番よく知るとして回答した
ケースは、14.9％あった。カンポット州にお
けるフォローアップインタビューでは、16世
帯に聞き取り調査を行ったが、9 世帯は親が
仕事のため同居しておらず、近隣国のタイや
首都プノンペンで仕事をしているというケー
スが見られた。プノンペンで働いている親か
らは、毎月$10－20 程度の仕送りがあるとい
う世帯もあった。 
また、ほとんどが保護者の病気や都合によ
り、扶助を受ける環境であると回答している
（94.2％）。インタビューにおいても、近所や
親戚との関係の濃さが見られ、病気などの時、
近くに住んでいる親戚等が代わりに面倒をみ
ていると回答している。今後の両親について
の詳細な分析が必要であるが、児童への関与
は、父親より母親に偏り、また祖父母も大き
く関与している危うさがあるが、社会関係資
本の弱小は見受けられない傾向である。 
 次に、児童の授業以外の勉強状況について、
93.1％の児童が宿題を行っていると保護者が
回答している（図 1）。「宿題がない」（1.1％）、
「不明」（5.8％）の回答もある。児童の学校外
の学習機会について、対象地域のほとんどの
3年生は、学校の補習授業、及び英語学習を含

                                                      
3 テストは、カンボジア国教育・青少年・スポー
ツ省の協力により、3学年対象の全国学年末テス
トを実施した。本調査は、カンボジアの学校年度

む私塾では勉強していない（約 85％）一方、
5時間以上勉強している児童が約 1割いる。 
 家庭における保護者の児童の学習への関与
における具体的行動について、70％以上の保
護者が宿題の有無を尋ねる、60％が宿題を手
伝う等、宿題を中心に学習支援を行っている
ことが分かる（図 2）。 

 
(c) 学習到達度の関係 
1107人の児童の算数とクメール語の学力テス
トを行った結果3、算数が全部で17問、平均
7.7点、中央値5点、クメール語については、
全部で15問、平均6.2点、中央値4点と点数が
低かった。算数については、男女差はない
が、クメール語については、男子の平均5.9
点、女子の平均6.4点で、女子の方が統計的
に有意に高い点数となった。高得点者は、年
齢適応層の児童（9歳か10歳）のみであっ

末の 7～8月に行われたため、テストの全項目に
ついて回答できるはずの内容である。 



た。 
次に保護者の関わりと学習到達度の関係に
おいて、予備分析を行った代表的なものを紹
介する。ここでは、保護者の関わり方が子ど
もの成績と如何なる関係があるかについて、
保護者の調査票及び子どもの調査票から分析
する。また、保護者が「やっている」と回答し
た結果を合計し、子どもが保護者に「やって
もらっている」と感じた結果をそれぞれ合計
したものを使用し、どれだけ実際の成績と相
関関係があるのかについて見る。点数は、頻
度をそれぞれ 0 点から 4 点まで点数化してそ
の合計を用いている。 

まず、それぞれの保護者の支援の形とテス
トスコアに関する相関係数に関し、子どもの
テストスコアと関係がない可能性の支援活動
は「日常に照らし合わせて説明する」「本をよ
んであげる」であった。それ以外の支援は全
て(支援活動の項目は図 2 参照)正の方向に有
意である。（p＜0.01 の場合＊、p＜0.05 の場
合数字を記載、p＞0.05 については、統計的に
有意でないとし、係数は記載なし。）最も相関
が高いと考えられるのは、「類似問題をやらせ
る」その後に「宿題や勉強のチェックや答え

合わせをする」だった。 
算数、クメール語それぞれの学力テストの
点数における相関係数は表２の通りである。
いずれも「宿題の答え合わせなどの確認」の
相関係数は他と比較して高かった。また「類
似問題をやらせる」は算数で非常に高い関連
性があることが示唆される結果であった。 
子どもからみた親の関わりと学力テストの
結果は表3に示した（p＜0.01の場合＊、p＜
0.05の場合数字を記載、p＞0.05については
係数は記載なし。）。子どもから見て親がどの
ように関わっていると「感じるか」とその子
どもの学力の結果について、相関関係を分析
した。 
「大切にしていることを子どもに表現す
る」「悩みを聞いてくれる」「何を勉強したの
かを聞く」は有意でない。一方「勉強するよ
う勧める」「学校の話を聞く」「話を聞いて理
解する」「テストの点数チェック」は10%水準
で学力スコアと正の方向に有意である。さら
に「どのように勉強したらよいか教えてくれ
る」「学ぶことの大切さを教える」「努力を誉
める」は1%水準で正の方向に有意であった。
一方で「勉強のプレッシャー」は1%水準で負
の方向に有意である。 
この分析から、具体的な勉強のやり方の
他、学ぶことの重要性を伝えることは子ども
の成績とプラスの関係であることが分かる。
また、努力を誉めるなどポジティブな反応も
子どもの成績と正比例の関係である。一方、
プレッシャーは子どもの学力スコアと負の関
係であることが分かった。今後詳細な分析が
必要ではあるが、いわゆる「褒めて育てる」
「やる気スイッチ」「プレッシャーを感じる
ことなく、関心をもって取り組む」という、
子育て本で推奨されている関り方を裏付けた
結果であるといえる。 
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